
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の保健目標  かぜの予防に心がけよう 

令和５年 １２月 ６日 

保健だより １２月号 

 近隣の学校では、インフルエンザで学級閉鎖になっているところがあります。発熱したらインフルエンザか

もしれません。高熱が出た場合は受診することをお勧めします。 

とっても寒い南極では、ほとんど風邪をひかないと言われていま

す。寒さだけでは風邪をひかないのです。 

 風邪の原因はウイルスや細菌。これらの病原菌が私たちの体に入

ってきても、口から肺までの間にある粘膜がつかまえ、線毛という

器官で外に追い出してくれます。 

 しかし、線毛には天敵がいます。それは「乾燥」。乾燥すると病

原菌をとらえるための粘液が減ってしまいます。また、空気が乾燥

するとくしゃみやせきをしたとき、病原菌を乗せた飛沫が飛び散り

やすくなります。つまり、冬は病原菌が体にたくさん入ってくるの

に、線毛の働きは弱くなってしまうのです。 

 空気が乾燥する冬。水分補給も加湿も忘れずに。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よい歯の学校として山代中学校は表彰されま

した。加賀市で優秀校、石川県では優良校になっ

ています。むし歯をもっている生徒が少ないこと

と、歯科受診率が高いことが選ばれた理由です。

歯と歯肉の健康を守るためには、毎日の歯みがき

だけでなく定期的な歯科受診が 

欠かせません。今年度まだ歯科 

受診をしていない人は、 

冬休みに歯科医院に行き 

ましょう。 

心の健康コーナー 


